
発行日／令和8年4月30日
発　行／長野県飯綱町議会

飯綱町
「議会だより」の
バックナンバーを
下記QRから

ご覧いただけます

飯綱町
82VOL.議会だより

3月定例会の情報をお伝えします

● 定例会 ············································································    2
● 年次計画 ·········································································    9
● 予算・政策要望（回答）························································  10
● 一般質問 ·········································································  11
● 私の提案 ·········································································  19
● 学ぶ議会 ·········································································  20
● 広域連合報告 ·································································   22
● モニターアンケート ······························································  23



 

一
般
会
計
予
算

（
議
案
第
24
号
︱
可
決
）

Q　
地
域
の
役
員
等
担
い
手
不

足
に
対
す
る
支
援
策
の
、
実
施

状
況
と
計
画
は
。

A　

令
和
７
年
度
は
新
役
員
へ

の
地
域
課
題
の
共
有
、
配
布
物

削
減
に
よ
る
負
担
軽
減
を
行
っ

て
き
た
。
令
和
８
年
度
は
行
政

連
絡
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に

向
け
て
研
究
し
て
い
く
。

Q　

旧
村
の
区
、
組
の
構
成
に

違
い
が
あ
る
が
、
活
動
費
の
配

分
に
問
題
は
な
い
か
。

A　

合
併
後
、
統
一
を
図
っ
て

お
り
問
題
は
な
い
が
、
年
数
が

経
過
し
、
区
、
組
の
規
模
も
変

化
し
て
い
る
た
め
、
今
後
、
基

準
の
見
直
し
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q　

二
拠
点
同
居
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
の
見
込
み
件
数
は
。

A　

既
存
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
で

例
年
10
件
程
度
の
実
績
が
あ
る
。

需
要
拡
大
の
可
能
性
を
見
込
み

５
件
予
算
計
上
し
て
い
る
。

Q　

し
な
の
鉄
道
の
車
両
更
新

や
検
査
費
用
に
関
す
る
補
助
の

総　
務　
費

一般会計予算を可決
総額92億9,000万円

前年度比マイナス 1億9,000万円

令和
８
年度

安全・基盤 27.6%　
25億6,858万9,000円
● 暮らしを支える生活機能の維持・継承
● 地域の防災力・防犯力の維持・向上
● 将来にわたり持続可能な行政運営
● デジタル化の推進

移住・交流 2.4%　
2億2,514万4,000円
● 移住・定住の推進
● 都市との交流・国際交流の推進
● 誰もがあらゆる分野でいきいきと
　 活躍できる環境づくり
● 町の魅力を広げる情報発信の推進

その他 29.2%
27億1,723万7,000円
● 人件費　　　
● 公債費
● 内部の管理事業など

自然・環境 1.7%
1億5,785万6,000円
● 良好な自然環境や景観の次代への継承
● 自然の恵みの享受と環境への負荷軽減

安心・健康・福祉 21.9%　　
20億3,077万3,000円
● 切れ目ない子育ち・子育て支援
● 誰もが安心していきいきと暮らすことが
　 できる社会の実現
● 安心して暮らせる健康づくりの推進
● 拠点をつなぐ交通ネットワークの充実

産業・観光 7.1%　　
6億5,609万8,000円
● 儲かる農業の推進
● 商工業振興によるにぎわいのあるまちづくりの推進
● 町の魅力を活かした観光まちづくりの推進

　３月定例会は３月２日から２４日までの２３日間の会期で開催し、令和７年度補正予算、８年度一般会計予算、特別会計
予算、条例改正等３３議案を審議し、原案どおり可決した。
　多くの自治体で予算が過去最大を更新する中、緊急性や効率性を考慮して町長が掲げる「暮らし最優先予算」の適正な
執行を、議会として注視していく。

学び 10.1%　
9億3,430万3,000円
● 安心・安全で「生きる力」を育む教育環境づくり
● スポーツ活動の推進・文化芸術の創造と継承
● 多様な学びの機会の創出と生涯学習の推進
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算
出
基
準
は
。

A　

し
な
の
鉄
道
の
設
立
時
の

出
資
割
合
に
よ
り
算
出
さ
れ
て

お
り
、
飯
綱
町
は
５
・
２
％
を

負
担
し
て
い
る
。

Q　

導
入
予
定
の
証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て
１
通
あ

た
り
の
行
政
コ
ス
ト
は
。

A　

月
１
０
０
通
と
す
れ
ば
１

通
２
７
５
０
円
と
な
り
、
単
純

に
単
価
計
算
す
れ
ば
高
額
と
な

る
が
、
土
日
含
め
朝
か
ら
晩
ま

で
利
用
い
た
だ
け
る
と
い
う
利

便
性
を
重
視
し
て
い
る
。

Q　

結
婚
相
談
事
業
の
成
果
は
。

A　

令
和
６
年
度
は
登
録
者
数

が
男
性
27
名
、
女
性
16
名
で
成

婚
者
数
は
１
組
で
あ
る
。

Q　

り
ん
ご
っ
子
保
育
園
の
遊

具
は
20
年
以
上
経
過
し
て
い
る

が
、
修
繕
の
計
画
は
。

A　

遊
具
の
点
検
は
毎
年
行
っ

て
い
る
。
令
和
8
年
度
に
は
、

使
用
点
検
で
指
摘
さ
れ
た
す
べ

り
台
、
ア
ー
チ
、
チ
ェ
ー
ン

ネ
ッ
ト
の
修
繕
を
行
う
。

Q　
保
育
園
給
食
費
５
４
９
６

万
円
の
財
源
は
。

A　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
（
※
）

を
繰
り
入
れ
て
い
る
。

※
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
と
は
、
ふ
る
さ

　

と
納
税
の
一
部
を
積
み
立
て
た
も
の
。

Q　
「
み
つ
ど
ん
の
お
家
」
の

利
用
の
推
移
は
。

A　

令
和
７
年
度
の
利
用
者
数

は
前
年
度
を
超
え
る
見
込
み
で

あ
る
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
数
は
前
年
度
並

み
と
な
る
見
込
み
で
月
80
人
前

後
の
利
用
が
あ
る
。
前
年
度
と

の
違
い
は
町
内
利
用
者
が
多
く
、

要
因
と
し
て
は
移
住
者
の
方
の

利
用
が
多
く
あ
っ
た
た
め
。

Q　
「
み
つ
ど
ん
の
お
家
」
の

利
用
対
象
は
未
就
園
児
の
み
だ

が
、
小
学
生
も
い
る
家
庭
の
場

合
、
臨
機
応
変
な
対
応
は
。

A　

未
就
園
児
と
保
護
者
が
他

の
同
世
代
の
利
用
者
と
交
流
を

深
め
、
悩
み
ご
と
な
ど
相
談
で

き
る
施
設
で
あ
り
、
現
状
で
は

小
学
生
の
受
入
れ
は
考
え
て
い

な
い
。
外
の
遊
具
等
で
遊
ん
で

も
ら
う
な
ど
の
対
応
を
し
て
い

る
。

Q　

訪
問
支
援
員
事
業
と
は
。

ま
た
利
用
実
績
は
。

A　

妊
婦
や
子
育
て
家
庭
等
に

日
常
的
な
家
事
と
育
児
の
支
援

が
受
け
ら
れ
る
。
現
在
、
町
で

は
町
外
の
委
託
業
者
２
社
に
依

頼
し
、
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
度
は
５
名
の
利
用
者

で
１
２
０
回
２
３
８
時
間
の
利

用
が
あ
っ
た
。
令
和
７
年
度
は

２
月
末
現
在
で
登
録
者
８
名
、

利
用
者
４
名
、
34
回
66
時
間
の

利
用
で
あ
る
。

Q　
保
育
園
の
給
食
に
ご
飯
を

持
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
保

護
者
か
ら
意
見
が
あ
る
が
。

A　

数
年
前
か
ら
要
望
が
あ
る

が
、
給
食
室
に
機
材
の

入
る
ス
ペ
ー
ス
が
な

く
、
炊
飯
窯
の
費
用
も

１
０
０
０
万
円
ほ
ど
か

か
る
た
め
す
ぐ
に
は
対

応
が
難
し
い
状
況
で
あ

る
。

Q　

町
外
保
育
園
へ
の

保
育
委
託
料
を
支
払
っ

て
い
る
人
数
や
状
況
は
。

A　

３
家
族
程
度
で
１

名
あ
た
り
２
０
０
万
円
。

両
親
の
就
労
先
が
町
外

に
あ
る
広
域
利
用
保
育
の
利
用

者
で
あ
る
。

Q　

資
源
ご
み
の
ビ
ン
・
缶
の

収
入
は
。

A　

北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合

の
収
入
に
な
り
、
町
に
請
求

さ
れ
る
分
担
金
に
反
映
さ
れ

る
。
金
属
類
で
は
１
４
０
０
万

円
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
再
商
品
化

等
に
伴
う
拠
出
金
で
３
０
０
万

円
、
合
計
１
７
０
０
万
円
程
が

収
入
と
な
っ
て
い
る
。
ビ
ン
類

は
再
商
品
化
の
費
用
負
担
が
あ

り
、
収
入
に
至
っ
て
い
な
い
。

Q　

荒
廃
農
地
防
止
の
た
め

に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
は
重

要
だ
が
。

A　

当
初
の
目
的
は
、
農
地
所

有
者
か
ら
機
構
が
借
受
け
、
担

い
手
へ
集
約
す
る
こ
と
で
あ
る

が
、
担
い
手
が
少
な
い
状
況
で

本
来
の
機
能
が
発
揮
で
き
て
い

な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

全
国
的
な
制
度
な
の
で
、
国
等

へ
引
き
続
き
要
望
を
上
げ
て
い

く
。

　

町
で
は
町
内
外
の
担
い
手
や
、

新
規
参
入
者
が
借
受
け
農
地
を

民　
生　
費

衛　
生　
費

農
林
水
産
業
費

発行手数料は従来と同じ。
令和９年１月から開始予定。

「みつどんのお家」子育て世代支援施設
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探
し
や
す
い
よ
う
、
貸
し
た
い

農
地
の
情
報
を
ネ
ッ
ト
上
に
公

表
す
る
町
独
自
の
「
農
地
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を
実
施
予

定
で
あ
り
、
新
た
な
荒
廃
地
の

発
生
防
止
も
図
っ
て
い
く
。

Q　

農
業
機
械
購
入
補
助
金
の

利
用
状
況
は
。

A　

今
年
度
、
多
く
の
農
業
者

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
当
初

予
算
で
は
不
足
す
る
状
況
と

な
っ
た
た
め
、
補
正
予
算
対
応

を
し
た
。

Q　
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
で
の

年
間
処
理
頭
数
、
施
設
内
容
、

臭
気
、
排
水
対
策
は
。

A　

有
害
鳥
獣
駆
除
期
間
に
お

け
る
処
理
頭
数
は
１
０
０
頭
程

度
を
見
込
み
、
１
・
５
坪
タ
イ

プ
の
冷
凍
庫
を
設
置
予
定
で
あ

る
。
解
体
の
過
程
で
発
生
す
る

血
液
等
は
公
共
下
水
道
に
排
水

さ
れ
る
た
め
、
臭
気
の
発
生
は

抑
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q　
霊
仙
寺
湖
周
辺
で
計
画
し

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
拠
点
施

設
整
備
事
業
費
の
算
出
根
拠
は
。

A　

長
野
市
、
富
山
県
射
水
市

な
ど
複
数
の
事
例
を
参
考
に
し

た
。
ま
た
、
長
野
市
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
整
備
事
業
の
設
計
業
者

に
事
業
費
の
積
算
見
積
を
行
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
国
庫

補
助
金
の
活
用
を
想
定
し
、
補

助
対
象
額
と
し
て
最
大
20
億
円

を
見
込
む
中
で
、
そ
の
金
額
を

上
限
に
計
画
を
立
て
て
い
る
。

町
と
し
て
は
身
の
丈
に
あ
っ
た

施
設
整
備
を
計
画
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
、
当
初
見
込
み

よ
り
大
幅
に
事
業
費
が

増
え
る
よ
う
な
場
合
は
、

見
直
し
や
縮
小
な
ど
慎

重
且
つ
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
。

Q　
店
舗
等
リ
フ
ォ
ー

ム
支
援
補
助
金
の
執
行

率
は
。

A　

今
年
度
か
ら
新
た

に
創
設
さ
れ
た
補
助
金

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

予
算
計
上
額
の
ほ
ぼ
全

額
が
執
行
さ
れ
て
い
る

状
況
。

Q　
ア
ッ
プ
ル
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
企
画
展
収
入
金

額
の
見
込
額
が
減
少
し

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
。

A　

企
画
展
は
収
益
を

上
げ
る
こ
と
で
は
な
く
、

多
く
の
方
に
ア
ッ
プ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
広
く
町
民
の
皆
様

に
利
用
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
企
画
展
に
は
よ

り
多
く
の
方
に
来
館
い
た
だ
き

た
い
こ
と
か
ら
、
入
館
料
を
で

き
る
だ
け
廉
価
に
設
定
す
る
こ

と
や
、
学
生
割
な
ど
も
検
討
し

た
い
と
考
え
、
収
入
額
を
減
少

し
て
計
上
し
た
。

Q　
町
単
工
事
の
予
算
不
足
に

対
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
一
部

財
源
の
活
用
を
。

A　

ふ
る
さ
と
納
税
の
財
源
使

途
の
権
限
は
町
長
に
あ
る
。
理

事
者
や
関
係
部
署
と
相
談
し
、

予
算
活
用
を
求
め
て
い
く
。
ま

た
、
住
民
か
ら
の
要
望
も
多
い

こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
必
要

に
応
じ
補
正
予
算
で
の
対
応
も

考
え
て
い
き
た
い
。

Q　

消
防
団
員
報
酬
、
団
員
数

の
状
況
は
。

A　

報
酬
は
、
国
の
標
準
額
に

基
づ
き
予
算
措
置
を
し
て
い
る
。

団
員
数
は
、
条
例
定
数
４
８
５

人
に
対
し
４
３
６
人
で
あ
る
。

団
員
確
保
の
た
め
の
対
応
策
と

し
て
、
機
能
別
団
員
を
導
入
す

る
な
ど
し
て
い
る
。

Q　

学
校
給
食
の
食
材
費
25
％

増
の
イ
メ
ー
ジ
は
。

A　

物
価
高
は
３
年
ほ
ど
前
か

ら
続
い
て
い
る
。
今
ま
で
は
安

価
な
食
材
へ
の
変
更
な
ど
を
行

い
、
食
材
費
を
節
約
す
る
努
力

を
し
て
き
た
が
、
使
用
し
た

か
っ
た
食
材
を
使
え
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

Q　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
で

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、サ
ー
ド
ブ
ッ

ク
が
な
く
な
っ
た
理
由
は
。

A　

予
算
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

図
書
室
も
新
し
く
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
図
書
室
に
足
を
運
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を

考
え
て
い
き
た
い
。

Q　
町
民
会
館
図
書
室
司
書
の

現
状
は
ど
う
か
。

A　

現
在
町
民
会
館
の
職
員
が

対
応
し
て
い
る
。
子
ど
も
図
書

室
に
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
電

話
や
Ｐ
Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
込

ん
で
お
り
、
可
能
な
限
り
そ
こ

で
業
務
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

Q　
部
活
動
の
地
域
移
行
で
、

送
迎
の
手
段
を
持
た
な
い
家
庭

へ
の
支
援
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A　

現
状
は
9
ク
ラ
ブ
が
中
学

校
で
活
動
し
て
い
る
。
町
内
で

活
動
す
る
場
合
は
、
自
宅
に
帰

る
こ
と
な
く
学
校
で
過
ご
せ
る

仕
組
み
を
作
っ
て
い
る
。

　

バ
レ
ー
部
、
野
球
部
、
バ
ス

ケ
部
は
信
濃
中
、
豊
野
中
と
合

同
チ
ー
ム
で
活
動
し
、
ス
ク
ー

商　
工　
費

土　
木　
費

消　
防　
費

教　
育　
費

霊仙寺湖畔のテニスコートとグラウンドをサッカー場に。
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ル
バ
ス
に
よ
る
送
迎
を
行
っ
て

い
る
。

Q　

部
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
時
間
が
増
え
る
の
か
。

A　

予
算
上
、
今
ま
で
は
週
３

回
だ
が
、
週
５
回
に
な
る
。

　
賛
成
討
論

伊
藤 

ま
ゆ
み
　

　

町
民
の
声
や
日
本
共
産
党
飯

綱
町
委
員
会
が
提
出
し
た
予
算

と
施
策
の
要
望
書
の
内
容
も
反

映
さ
れ
、
安
心
安
全
で
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
町
長
の
思
い

の
こ
も
っ
た
予
算
だ
。風

間 

行
男

　

不
安
定
な
中
東
情
勢
か
ら
、

あ
ら
ゆ
る
物
の
物
価
上
昇
等
が

町
の
予
算
執
行
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
。
で
き
る
限

り
原
案
に
近
い
予
算
で
の
執
行

を
期
待
す
る
。

　

今
後
の
町
政
運
営
に
必
要
最

小
限
の
予
算
に
賛
成
す
る
。

西
林 

薫

　

サ
ッ
カ
ー
場
整
備
は
必
要
性
、

維
持
管
理
、
環
境
影
響
な
ど
丁

寧
な
説
明
を
し
、
慎
重
に
進
め

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
家

庭
教
育
支
援
事
業
と
し
て
継
続

の
検
討
を
求
め
る
。

 

特
別
会
計
予
算

令
和
８
年
度
飯
綱
町
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
特
別
会
計
予
算

（
議
案
第
26
号
―
可
決
）

Q　
年
間
の
利
用
者
及
び
ス
タ
ッ

フ
の
人
数
、季
節
的
な
変
動
は
。

A　

令
和
８
年
１
月
現
在
の
利

用
者
数
は
99
名
。
ス
タ
ッ
フ
は

看
護
師
６
名
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
２
名
、
事
務
員
１
名
の

計
９
名
。
季
節
的
な
変
動
は
少

な
い
。

Q　
ス
タ
ッ
フ
１
名
の
募
集
で

不
足
分
を
補
え
る
か
。

A　

在
宅
で
の
看
取
り
な
ど
、

昼
夜
問
わ
ず
頻
回
に
訪
問
依
頼

が
あ
り
、
時
間
外
労
働
が
増
し

て
い
る
。
人
手
が
不
足
し
て
い

る
時
期
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

先
を
見
越
し
て
募
集
し
て
い
る
。

令
和
８
年
度
飯
綱
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

（
議
案
第
27
号
―
可
決
）

Q　
現
在
の
税
率
で
、
納
付
金

の
財
源
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。

A　

令
和
８
年
２
月
末
現
在
、

納
付
金
に
対
し
４
８
０
０
万
円

不
足
す
る
が
、
低
所
得
世
帯
に

対
す
る
保
険
税
軽
減
分
を
国
・

県
・
町
で
補
填
す
る
制
度
の
負

担
金
を
充
て
る
。
国
保
税
は
出

産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
、
保

健
事
業
も
賄
う
べ
き
も
の
。
そ

の
支
出
分
も
考
慮
す
る
と
今
の

税
率
で
は
財
源
が
不
足
す
る
。

Q　
国
保
の
財
政
調
整
基
金（
※
）

で
、
今
後
運
営
で
き
る
の
か
。

A　

財
政
不
足
に
伴
う
基
金
の

繰
入
は
平
成
30
年
度
以
降
行
わ

れ
て
い
な
い
。
今
後
、
繰
越
金

で
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
ま

ず
基
金
の
繰
入
を
検
討
す
る
。

国
保
税
率
・
税
額
の
改
定
を
検

討
す
る
際
に
は
、
被
保
険
者
の

急
激
な
負
担
増
を
避
け
る
た
め
、

繰
越
金
や
基
金
の
活
用
を
十
分

に
検
討
し
た
う
え
で
議
論
を
進

め
る
。

※�

国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
と

は
、
各
市
町
村
（
保
険
者
）
が
将

来
の
医
療
費
増
大
や
急
激
な
保
険

料
上
昇
を
避
け
る
た
め
に
、
独
自

に
積
み
立
て
て
い
る
基
金
。

令
和
８
年
度
飯
綱
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

（
議
案
第
28
号
―
可
決
）

Q　
後
期
高
齢
の
保
険
料
率
に

あ
る
基
礎
課
税
額
の
所
得
割
率

が
減
っ
た
理
由
は
。

A　

被
保
険
者
の
年
金
所
得
の

伸
び
率
を
考
慮
し
て
算
定
し
た

結
果
、
下
が
っ
た
。

　
反
対
討
論

伊
藤 

ま
ゆ
み

　

創
設
時
か
ら
加
入
者
や
医
療

費
の
増
加
で
、
保
険
料
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
制
度
設
計
に
な
っ

て
い
る
。
来
年
度
の
改
定
で
も

保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
年

金
受
給
者
が
大
半
の
高
齢
者
は
、

苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。

部活動に町の移動支援を利用する信濃小中学校の生徒たち

5 長野県  飯綱町議会だより

定
例
会



令
和
８
年
度
飯
綱
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算　
　
　
　

（
議
案
第
29
号
―
可
決
）

Q　
認
定
調
査
等
に
携
わ
る
会

計
年
度
任
用
職
員
の
数
が
減
る

が
、
対
応
に
問
題
は
な
い
か
。

A　

過
去
の
調
査
件
数
か
ら
算

出
し
、
職
員
２
名
で
対
応
可
能

と
判
断
し
た
。
調
査
件
数
が
多

い
月
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
対
応
で
き
る
よ

う
調
整
を
進
め
る
。
ま
た
、
地

域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
新

た
に
常
勤
職
員
を
配
置
す
る
見

込
み
で
あ
る
。

 

企
業
会
計
予
算

令
和
８
年
度
飯
綱
町
水
道
事
業

会
計
予
算　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
案
第
32
号
―
可
決
）

Q　
水
道
有
収
率（
※
）が

68・35
％

と
低
い
状
況
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
改
善
す
る
計
画
は
。

A　

老
朽
化
し
た
水
道
管
を
対

処
療
法
的
に
修
繕
対
応
し
て
い

る
が
、
基
本
計
画
に
基
づ
い
て

計
画
的
に
更
新
し
、
有
収
率
向

上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

三
水
地
区
で
は
下
水
道
導
入
時

に
併
せ
て
水
道
管
も
更
新
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
牟
礼
地
区

と
比
較
す
る
と
有
収
率
が
高
い

状
況
で
あ
る
。

令
和
８
年
度
飯
綱
町
病
院
事
業

会
計
予
算　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
案
第
33
号
―
可
決
）

Q　
新
し
い
小
児
科
の
医
師
の

着
任
は
い
つ
の
予
定
か
。

A　

調
整
中
で
あ
る
が
10
月
１

日
開
始
予
定
と
し
て
い
る
。

Q　
外
科
医
師
１
名
が
３
月
末

で
退
任
し
、
２
名
体
制
に
な
る

が
今
後
の
見
通
し
は
。

A　

外
科
医
師
の
招
へ
い
を

行
っ
て
い
る
が
、
全
体
的
に
外

科
医
師
が
減
少
傾
向
で
あ
り
苦

慮
し
て
い
る
。

Q　
病
床
再
編
に
あ
た
っ
て
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
が
新
設
さ
れ

た
が
、
病
床
の
利
用
率
と
今
後

の
見
通
し
は
。

A　

令
和
８
年
１
月
の
病
床
の

利
用
率
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病

床
91
・
６
％
、
療
養
病
床
94
・

２
％
、
一
般
病
床
82
・
６
％
で
、

全
体
と
し
て
87
・
７
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

病
床
再
編
前
よ
り
入
院
単
価

は
上
が
っ
て
い
る
。
病
床
の
機

能
に
分
け
た
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
す
る
こ
と
で
、
医
療

の
質
を
上
げ
つ
つ
単
価
も
上
げ

る
と
い
う
こ
と
に
は
成
功
し
て

い
る
と
言
え
る
。

Q　
病
床
再
編
に
よ
り
４
階
が

空
い
て
い
る
状
況
だ
が
、
今
後

の
利
用
の
見
通
し
は
。

A　

病
院
建
設
に
利
用
し
た
補

助
金
の
関
係
で
、
目
的
外
利
用

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
病
院
事

業
の
検
討
委
員
会
や
町
民
の
意

見
を
募
る
な
ど
、
公
平
性
を
保

ち
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

Q　
長
期
的
な
計
画
は
。

A　

令
和
７
年
度
に
長
期
修
繕

計
画
を
立
て
た
が
、
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
棟
を
す
べ
て
修
繕
し
て
い
く

の
は
現
実
的
で
な
い
と
い
う
理

事
者
の
指
摘
か
ら
、
基

本
構
想
を
練
り
直
す
こ

と
に
な
っ
た
。
近
隣
の

病
院
建
設
の
事
例
を
参

考
に
、
令
和
８
年
度
中

に
進
め
方
の
目
途
を
立

て
た
い
。

令
和
８
年
度
飯
綱
町
下

水
道
事
業
会
計
予
算

（
議
案
第
34
号
―
可
決
）

Q　
機
械
や
装
置
が
耐

用
年
数
を
超
え
る
も
の

が
増
え
て
い
る
可
能
性

は
。

A　

構
築
物
や
車
両
運

搬
具
な
ど
に
つ
い
て
耐

用
年
数
を
超
え
た
も
の

は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
機
械
や
装
置
に
つ

い
て
は
一
部
耐
用
年
数

を
超
え
た
も
の
が
あ
る

可
能
性
が
あ
り
、
修
繕

費
が
か
さ
む
状
況
に
あ
る
。
保

守
・
修
繕
が
重
要
な
局
面
に

入
っ
て
い
る
。

 

条
例

飯
綱
町
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
基
本
条
例

（
議
案
第
13
号
―
可
決
）　　

　

地
域
の
発
展
に
向
け
て
地
域

社
会
全
体
が
一
体
と
な
っ
た
取

組
の
基
盤
と
な
る
理
念
を
共
有

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

振
興
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
を
、

拘
束
力
や
罰
則
等
の
な
い
理
念

条
例
と
し
て
明
文
化
す
る
も
の
。

飯
綱
町
空
家
等
対
策
に
関
す
る

条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
案
第
14
号
―
可
決
）

　

所
有
者
等
に
対
し
、
生
活
環

境
の
保
全
を
図
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
指
導

す
る
も
の
。
ま
た
、
空
家
等
が

生
命
や
財
産
に
重
大
な
危
害
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、

危
害
を
避
け
る
た
め
の
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
。

Q　

危
険
な
空
き
家
の
件
数

は
。
地
権
者
と
連
絡
が
取
れ
な

い
場
合
に
緊
急
措
置
が
可
能
か
。

※�

水
道
有
収
率
と
は
、
浄
水
場
か
ら

送
り
出
し
た
総
配
水
量
の
う
ち
、

料
金
収
入
に
つ
な
が
っ
た
水
量
の

割
合
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
漏
水
が

少
な
く
、
経
営
効
率
が
良
い
指
標

と
な
る
。

小児科医の着任が待たれる飯綱病院
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A　

令
和
６
年
の
空
家
実
態
調

査
で
は
３
２
６
件
の
空
き
家
と

思
わ
れ
る
建
物
が
確
認
さ
れ
、

そ
の
う
ち
30
件
が
倒
壊
等
の
危

険
性
が
あ
る
状
態
で
あ
る
。
こ

の
条
例
に
よ
り
、
地
権
者
と
連

絡
が
取
れ
る
、
取
れ
な
い
に
関

わ
ら
ず
緊
急
措
置
と
し
て
屋
根

ト
タ
ン
の
飛
散
防
止
な
ど
の
必
要

最
小
限
の
対
応
が
可
能
と
な
る
。

飯
綱
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

（
議
案
第
15
号
―
可
決
）

　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
が

創
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の

条
例
整
備
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

飯
綱
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

（
議
案
第
16
号
―
可
決
）

　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
事

業
を
実
施
す
る
事
業
所
が
給
付

対
象
に
な
る
た
め
の
必
要
な
基

準
を
定
め
た
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

飯
綱
町
行
政
手
続
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
17
号
―
可
決
）

　

不
利
益
処
分
を
し
よ
う
と
す

る
場
合
に
、
不
特
定
多
数
の
者

が
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態

に
置
く
措
置
を
規
定
す
る
も
の
。

飯
綱
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
18
号
―
可
決
）

　

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
新

設
に
伴
い
、
社
会
福
祉
士
の
配

置
等
で
定
員
を
20
人
か
ら
22
人

に
、
保
育
充
実
の
た
め
の
保
育

士
増
員
に
伴
い
、
定
員
を
30
人

か
ら
36
人
に
増
員
す
る
も
の
。

飯
綱
町
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

（
議
案
第
19
号
―
可
決
）

　

飯
綱
町
長
野
県
宿
泊
税
基
金

の
設
置
に
伴
う
も
の
。

飯
綱
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

（
議
案
第
20
号
―
可
決
）　　

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
対
す

る
損
害
補
償
に
係
る
補
償
基
礎

額
の
改
正
を
行
う
も
の
。

飯
綱
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
21
号
―
可
決
）

　

教
職
員
住
宅
の
廃
止
に
伴
い
、

町
営
住
宅
へ
移
管
し
た
う
え
で

追
加
す
る
も
の
。

第
５
期
飯
綱
町
地
域
福
祉
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
39
号
―
可
決
）

　

第
４
期
飯
綱
町
地
域
福
祉
計

画
期
間
満
了
に
伴
い
、
第
５
期

飯
綱
町
地
域
福
祉
計
画
を
策
定

す
る
も
の
。

Q　
高
齢
者
の
交
通
手
段
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
取
組
は
。

A　

移
動
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に

よ
り
、
公
共
交
通
だ
け
で
な
く

福
祉
的
な
役
割
や
住
民
と
の

連
携
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
移

動
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
目
指
し
、

「
タ
ク
シ
ー
配
車
」
の
活
用
や

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
の
仕
組
み
の

構
築
等
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

 

人
事
案
件

副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

（
議
案
第
42
号
―
同
意
）

副
町
長
　
　
　
徳
永 

裕
二 

氏 

　
賛
成
討
論

小
林 

一
成

　

豊
か
な
行
政
経
験
と
確
か
な

実
績
を
も
つ
徳
永
氏
は
、
柔
和

で
職
員
の
信
頼
も
厚
く
、
住
民

目
線
で
考
え
る
人
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に

つ
い
て（

議
案
第
43
号
―
同
意
）

教
育
長
　
　
松
谷 

か
お
る 

氏

 

陳
情

「
最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小

企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳

情
（
陳
情
第
３
号
―
不
採
択
）

陳
情
者
　
長
野
県
労
働
組
合
連

合
会
　
　
議
長
　
細
尾 

俊
彦

　

最
低
賃
金
法
を
全
国
一
律
制

度
に
改
正
す
る
こ
と
、
最
低
賃

金
１
７
０
０
円
を
実
現
す
る
こ

と
、
賃
上
げ
の
た
め
の
支
援
を

国
の
義
務
と
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
。

　
賛
成
討
論

伊
藤 

ま
ゆ
み

　

中
東
で
戦
争
状
態
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
も
物
価
高
が
続
く

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
非
正
規

や
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
計
を
支
え

て
い
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
本

当
に
厳
し
い
日
々
が
続
い
て
い

る
。
憲
法
第
25
条
に
鑑
み
、
実

現
さ
れ
る
べ
き
だ
。

 

発
議

最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小
企

業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
案（

発
議
第
１
号
―
否
決
）

提
出
者 

　
　
　
伊
藤 

ま
ゆ
み

　
賛
成
討
論

吉
澤 

裕
昭

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
最
低
時
給

の
急
上
昇
は
、
中
小
企
業
や
個

人
事
業
主
の
経
営
圧
迫
が
深
刻

で
あ
る
。
雇
用
主
だ
け
で
な
く
、

雇
用
さ
れ
る
労
働
者
の
生
活
を

守
る
た
め
に
も
国
へ
の
支
援
要

請
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
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令和８年３月定例会賛否一覧　（○賛成  ●反対）

種別 議　案　名 表決
結果

丸
山
麻
衣
子

飯
田
　
安
彦

西
林
　
　
薫

本
郷
　
華
子

清
水
　
寿
彦

山
崎
　
雄
一

吉
澤
　
裕
昭

近
藤
　
　
正

小
林
　
一
成

風
間
　
行
男

清
水
　
　
滿

伊
藤
ま
ゆ
み

宮
本
　
隆
之

瀧
野
　
良
枝

議案第12号 長野広域連合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第13号 飯綱町中小企業・小規模企業振興基本条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第14号 飯綱町空家等対策に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第15号 飯綱町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第16号 飯綱町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を
定める条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第17号 飯綱町行政手続条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第18号 飯綱町職員定数条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第19号 飯綱町基金条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第20号 飯綱町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する
条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第21号 飯綱町営住宅条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第22号 令和７年度飯綱町一般会計補正予算（第8号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第23号 令和７年度飯綱町介護保険事業特別会計補正予算（第３
号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第24号 令和８年度飯綱町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第25号 令和８年度飯綱町からまつの丘地区汚水処理場管理事
業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第26号 令和８年度飯綱町訪問看護ステーション特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第27号 令和８年度飯綱町国民健康保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第28号 令和８年度飯綱町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ○ ● ○ －

議案第29号 令和８年度飯綱町介護保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第30号 令和８年度飯綱町住宅地造成事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第31号 令和８年度飯綱町小水力発電事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第32号 令和８年度飯綱町水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第33号 令和８年度飯綱町病院事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第34号 令和８年度飯綱町下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第35号 工事変更請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第36号 工事変更請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第37号 飯綱町過疎地域持続的発展計画の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第38号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第39号 第５期飯綱町地域福祉計画の策定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第40号 町道路線の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第41号 町道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第42号 副町長の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第43号 教育委員会教育長の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第44号 固定資産評価員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

陳情第１号 mRNAワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業
中止の意見書提出を求める陳情書 継続審査 －

陳情第３号 「最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める
意見書」の採択を求める陳情 不採択 ● ● ○ ● ○ ● ○ 欠 ● ● ● ○ ● －

発議第１号 最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める意
見書案 否決 ● ● ○ ● ○ ● ○ 欠 ● ● ● ○ ● －

8第 82号

賛
否
表



事
業
計
画
と
は
、
飯
綱
町
議
会
の
未
来
像
や
課
題
解
決
、

ど
の
よ
う
な
議
会
に
し
て
い
く
の
か
方
向
性
を
示
す
も
の

で
す
。

①
広
報
広
聴
活
動
の
強
化

　
●�

各
委
員
会
に
よ
る
町
民
、
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換

会
・
懇
談
会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
●�
広
報
と
広
聴
を
議
会
の
中
核
機
能
と
し
て
強
化
し
、

住
民
と
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
現
在
の
議
会
報
編
集
調
査
特
別

委
員
会
を
、
常
任
委
員
会
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と

を
検
討
す
る
取
組
で
す
。
先
進
地
視
察
、
学
習
会
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

②
議
員
研
修
の
充
実

　
●�

議
会
の
判
断
力
・
説
明
力
・
政
策
形
成
力
を
高
め
、

住
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
つ
く
る
基
盤
整
備
の
た

め
の
取
組
で
す
。
各
委
員
会
ご
と
の
町
内
・
県
内
施

設
の
視
察
、
テ
ー
マ
別
先
進
地
視
察
等
を
実
施
し
ま

す
。

令和８年度事業計画

信頼される議会を目指して

③
政
策
提
言
活
動
の
推
進

　
●�

町
に
対
し
「
予
算
・
政
策
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
す
。

「
予
算
・
政
策
要
望
書
」
と
は
、
予
算
編
成
に
向
け

て
議
会
と
し
て
町
に
要
望
を
出
す
も
の
で
す
。
令
和

８
年
９
月
ま
で
に
議
会
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
提
出

す
る
予
定
で
す
。

　　
●�

そ
の
他
、
長
野
建
設
事
務
所
に
よ
る
現
地
視
察
の
実

施
や
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
政
策
提
言
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他

・
町
民
講
座
の
開
催

・
小
・
中
・
高
校
で
の
地
方
自
治
学
習
へ
の
協
力

・
出
前
講
座
の
対
応

・
飯
綱
町
議
会
白
書
の
発
行

・
行
政
視
察
の
受
入
対
応

・
近
隣
市
町
村
と
の
連
携

※
P
10
で
は
、
令
和
7
年
度
に
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
予
算
・

政
策
要
望
書
」
へ
の
回
答
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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予算・政策要望への回答予算・政策要望への回答（抜粋）（抜粋）

●�

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
・

文
化
芸
術
の
創
造
と
継
承

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

め
る
環
境
整
備

　

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対

応
す
る
た
め
、
住
民
主
体
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
組
織
や
協
力
体
制

を
構
築
し
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
に

注
力
し
な
が
ら
、
誰
も
が
気
軽

に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
と

き
っ
か
け
づ
く
り
に
努
め
る
こ

と
。

【
回
答
】
産
業
観
光
課

　

近
年
の
ス
ポ
ー
ツ
需
要
を
分

析
す
る
と
、
特
に
サ
ッ
カ
ー
人

口
の
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
サ
ッ

カ
ー
場
を
核
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ

交
流
拠
点
施
設
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
が
主

体
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
づ
く

り
と
、
住
民
同
士
の
交
流
を
促

進
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
地
域
指
導
者
の
育
成

に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
で
、
幅

広
い
年
代
に
対
応
し
た
気
軽
に

参
加
で
き
る
環
境
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

●
儲
か
る
農
業
の
推
進

農
業
経
営
基
盤
の
強
化
・

持
続
可
能
な
経
営
支
援

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
等
に

よ
り
援
農
の
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
助
っ
人
ク
ラ
ブ

と
飯
綱
町
人
材
セ
ン
タ
ー
等
の

組
織
強
化
を
し
て
幅
広
く
援

農
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

【
回
答
】
産
業
観
光
課

　

町
で
は
町
内
の
援
農
組
織
で

あ
る
助
っ
人
ク
ラ
ブ
や
飯
綱
町

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
補
助
金
等
の

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
援
農
者
向
け
の
作
業
技
術

講
座
「（
仮
称
）
援
農
ス
ク
ー

ル
」
を
開
設
す
る
計
画
で
す
。

そ
の
他
、
援
農
組
織
の
人
材
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
地
域
に
潜

在
す
る
人
材
の
確
保
に
向
け
て

様
々
な
方
策
を
講
じ
て
い
き
ま

す
。

●�

暮
ら
し
を
支
え
る

生
活
基
盤
の
維
持
・
継
承

生
活
の
基
盤
と
な
る
上
下

水
道
の
整
備
・
維
持
管
理

　

上
下
水
道
は
安
定
し
た
運
営

が
で
き
る
よ
う
、
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
た
施
設
の
更
新
、
整

備
を
進
め
る
ほ
か
、
定
め
ら
れ

た
料
金
体
系
を
都
度
検
証
し
て

い
く
こ
と
。

【
回
答
】
建
設
水
道
課

　

将
来
を
見
据
え
た
適
正
な
料

金
体
系
を
検
討
す
る
た
め
上
水

道
事
業
は
、
長
期
基
本
計
画
に

基
づ
き
令
和
21
年
度
ま
で
の
投

資
財
政
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
は
経
営
戦
略
の

見
直
し
を
行
い
令
和
13
年
度
ま

で
の
経
営
戦
略
の
改
定
を
行
い

ま
し
た
。
安
定
し
た
運
営
の
た

め
に
は
、
投
資
と
財
政
の
均
衡

が
不
可
欠
で
す
。

　

適
正
な
料
金
体
系
を
反
映
し

た
経
営
戦
略
の
改
定
に
向
け
て
、

上
水
道
事
業
で
は
令
和
6
年
度
、

下
水
道
計
画
で
は
令
和
7
年
度

に
経
営
戦
略
の
改
定
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

●�

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

健
康
づ
く
り
の
推
進

飯
綱
病
院
の
医
療
体
制
の

充
実

　

地
域
医
療
を
支
え
る
飯
綱
病

院
に
お
い
て
は
、
経
営
強
化
プ

ラ
ン
の
確
実
な
実
施
と
と
も
に
、

医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
を
確

保
し
、
更
な
る
医
療
体
制
の
構

築
に
努
め
る
こ
と
。

【
回
答
】
飯
綱
病
院

　

計
画
的
な
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
よ
り
病
床
利
用
率
を

確
保
し
、
急
性
期
、
回
復
期
、

慢
性
期
機
能
を
効
果
的
に
活
用

し
、
入
院
医
療
の
質
を
高
め
経

営
強
化
プ
ラ
ン
を
確
実
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
で
経
営
の
健
全

化
を
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、
職

員
の
労
働
環
境
を
整
備
し
、
内

部
か
ら
も
病
院
機
能
を
高
め
る

工
夫
を
行
い
、
財
源
、
人
材
確

保
に
努
め
、
質
が
高
く
持
続
可

能
な
地
域
医
療
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

※ 議会として令和７年９月に提出した要望書への回答を記載します。
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伊い

藤と
う 

ま
ゆ
み �

  

17
ペ
ー
ジ

· 

高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
る
た
め
に
は

· 

来
年
度
予
算
の
重
要
項
目
は

丸ま
る

山や
ま 

麻ま

衣い

子こ �
  

16
ペ
ー
ジ

· 

保
育
園
に
入
園
で
き
な
い
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て

· �「
特
別
利
用
保
育
」
に
保
育
短
時
間
の
利
用
時
間
を
基
準
と
し
た
月
額
料
金
設
定

に
つ
い
て

· �

教
育
委
員
会
点
検
・
評
価
報
告
書
に
お
け
る
子
ど
も
視
点
の
評
価
に
つ
い
て

· 

子
育
て
支
援
に
関
わ
る
制
度
等
を
所
管
す
る
組
織
再
編
の
検
討
に
つ
い
て

西に
し

林ば
や
し 

薫か
お
る �

  

14
ペ
ー
ジ

· 

公
民
館
図
書
室
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

· 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

山や
ま

崎ざ
き 

雄ゆ
う

一い
ち �

  

18
ペ
ー
ジ

· �

飯
綱
町
の
財
政
状
況
と
将
来
の
見
通
し
及
び
農
業
の
所
得
向
上
を

財
政
戦
略
の
柱
に
す
る
考
え
に
つ
い
て

· 

霊
仙
寺
湖
周
辺
の
運
動
場
建
設
事
業
に
つ
い
て

飯い
い

田だ 

安や
す

彦ひ
こ �

  

15
ペ
ー
ジ

· 

多
目
的
交
流
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
に
つ
い
て

· 

多
目
的
交
流
施
設
に
係
る
管
理
体
制
に
つ
い
て

宮み
や

本も
と 

隆た
か

之ゆ
き �

  

13
ペ
ー
ジ

· 

生
ご
み
・
雑
草
の
堆
肥
化
に
よ
る
地
域
循
環
づ
く
り
に
つ
い
て

· 

除
雪
車
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
不
足
に
対
す
る
取
組
に
つ
い
て

令
和
８
年
３
月
飯
綱
町
議
会
定
例
会　
　
一
般
質
問
事
項　
　
概
要

• �一般質問は、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものです。

• 一般質問の詳細については、ホームページ、議事録でご覧になれます。
• 一般質問の原稿は各議員が責任をもって編集しています。

　
『
議
会
見
に
行
こ
う
か
な
』
妻
に
言
っ
た
自

分
が
驚
き
で
し
た
。
昨
年
思
い
が
け
ず
町
長
選

挙
に
関
係
す
る
事
に
な
り
、
町
の
事
や
行
政
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。『
新
し

い
町
長
と
議
員
が
創
る
議
会
を
肌
で
感
じ
て
み

た
い
』
初
め
て
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
自
分
の
中
の
議
会
と
い
う
と
、
権
力
争
い
と

噛
み
合
わ
な
い
議
論
に
足
の
引
っ
張
り
合
い
、

マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
飯
綱
町
議
会
に
あ
っ
た
の
は
議

員
と
行
政
が
両
輪
と
な
り
町
の
課
題
に
向
き
合

う
姿
で
し
た
。
た
ま
た
ま
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
、
で
も
心
強
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
僕
も
そ
う
で
す
が
、
声
に
出
し
た
い
思
い
は

あ
っ
て
も『
手
続
き
が
…
ど
う
せ
…
』そ
う
思
っ

て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
声
に
な

ら
な
い
声
を
引
き
上
げ
、
代
弁
し
て
く
れ
る
力

を
持
っ
て
い
る
議
員
議
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

感
じ
ま
し
た
。
中
学
校
で
教
え
ら
れ
た
『
地
方

自
治
は
民
主
主
義
の
学
校
で
す
』
そ
の
言
葉
の

意
味
が
少
し
わ
か
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。
次
は

六
月
、
皆
で
議
会
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

井澤 純一さん
（野村上）

傍聴席傍聴席

す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
議
会
・

行
政
を
願
って

· �

長
野
広
域
連
合
次
期
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
計
画
に
つ
い
て

· �

ナ
ラ
枯
れ
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

· �

国
の
小
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
端
緒
と
す
る
町
の
子
育
て
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

近こ
ん

藤ど
う 
正た

だ
し �

  

12
ペ
ー
ジ
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し
っ
か
り
と
意
見
を
出
し
て
い

く
。

近
藤　
仮
に
来
年
２
月
の
段
階

で
建
設
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

場
合
の
対
応
は
。

町
長　
そ
の
場
合
は
、
埋
め
立

て
品
目
や
規
模
を
縮
小
し
た
計

画
が
示
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
地
元
地
域
の
合

意
形
成
が
整
っ
た
場
合
に
限
り

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
基
本
姿
勢
に
変
わ
り
は
な

い
。

近
藤　
町
内
で
拡
大
す
る
ナ
ラ

枯
れ
被
害
の
現
状
認
識
と
対
応

は
。

産
業
観
光
課
長　

被
害
は
約

8
0
0
0
本
、
41 

ha
に
及
び
極

め
て
深
刻
で
あ
り
、
町
内
全
域

に
拡
大
し
て
い
る
。
優
先
順
位

を
付
け
た
伐
倒
駆
除
を
進
め
る

と
と
も
に
、
国
・
県
と
連
携
し

対
策
を
強
化
し
て
い
く
。

近
藤　
倒
木
の
危
険
や
観
光
・

水
源
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
現

体
制
で
は
限
界
と
考
え
る
。
財

源
確
保
や
体
制
強
化
の
考
え
は
。

町
長　
特
別
交
付
税
の
活
用
な

ナ
ラ
枯
れ
対
策
の
強
化

ど
も
含
め
財
源
確
保
に
努
め
、

関
係
部
署
が
連
携
し
た
体
制
づ

く
り
を
検
討
す
る
。

近
藤　
小
学
校
無
償
化
の
財
源

を
踏
ま
え
、
中
学
校
ま
で
の
無

償
化
に
踏
み
込
め
な
い
か
。

町
長　
小
学
校
無
償
化
と
食
材

費
の
25
％
引
き
上
げ
を
実
施
す

る
。
中
学
校
は
補
助
率
を
現
行

の
50
％
か
ら
60
％
に
引
き
上
げ
、

負
担
軽
減
を
図
る
。
無
償
化
に

つ
い
て
は
国
の
動
向
を
見
な
が

ら
判
断
す
る
。

給
食
費
と
子
育
て
支
援

近
藤　
最
終
処

分
場
計
画
が
建

設
の
要
否
を
含

め
再
検
討
と

な
っ
た
中
、
町

の
認
識
と
今
後

の
関
わ
り
方
は
。

町
長　
長
野
広

域
連
合
で
は
、

ご
み
処
理
の
状

況
変
化
に
よ
り

前
提
条
件
を
含

め
再
検
討
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
、
理
事
者

会
等
の
場
に
お

い
て
町
と
し
て

最
終
処
分
場
計
画
の

再
検
討
と
町
の
対
応

近
藤 

正  

議
員

近藤 正 議員

飯綱町議会飯綱町議会
YouTubeYouTube

5月20日に広域連合と連携しながら、全町民を
対象とした説明会及び学習の場を設ける町長

 広域連合次期一般廃棄物最終処分場計画
「再検討」に対する、町の対応は

一般廃棄物最終処分場の現状と今後の見込み
（長野広域連合HPより）

ナラ枯れ被害状況の確認作業（2月9日飯綱リ
ゾートスキー場内）
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地
域
資
源
を
生
か
す

循
環
モ
デ
ル
の
構
築
を

宮
本　
現
在
の
生
ご
み
の
処
理

費
用
は
。

住
民
環
境
課
長　
可
燃
ご
み
中

の
生
ご
み
相
当
分
（
比
率
に
よ

り
計
算
）
の
処
理
費
は
年
間
約

2
5
8
0
万
円
。
人
口
減
少
が

進
む
中
で
も
ご
み
減
量
は
十
分

に
進
ん
で
お
ら
ず
、
生
ご
み
資

源
化
を
含
め
た
新
た
な
減
量
施

策
の
検
討
が
必
要
。

宮
本　
山
際
や
道
路
沿
い
の
除

草
は
、
鳥
獣
害
対
策
や
交
通
安

全
の
確
保
、
里
山
環
境
の
保
全

に
も
効
果
が
あ
る
が
、
町
の
所

見
は
。

町
長　
人
口
減
少
や
高
齢
化
に

よ
り
作
業
の
担
い
手
不
足
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
大
型
機
械

の
活
用
な
ど
効
率
的
な
管
理
方

法
も
研
究
し
て
い
く
。

宮
本　
堆
肥
化
の
取
り
組
み
を

モ
デ
ル
地
区
で
実
践
し
て
は
。

町
長　
生
ご
み
・
雑
草
の
収
集

体
制
や
堆
肥
場
管
理
人
材
の
確

保
な
ど
課
題
が
あ
る
。
当
面
は

家
庭
や
有
志
レ
ベ
ル
で
の
小
規

模
な
循
環
モ
デ
ル
か
ら
ス
モ
ー

4

4

4

ル
ス
タ
ー
ト

4

4

4

4

4

で
取
り
組
む
。

宮
本　
広
報
活
動
を
通
じ
て
住

民
参
加
を
促
し
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
循
環
型
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ほ
し
い
。
本
取
り

組
み
を
S
D
G
s
に
ど
う
位
置

づ
け
る
か
。

町
長　

こ
の
取
り
組
み
は

S
D
G
s
の
「
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」、「
つ
く
る
責

任
・
つ
か
う
責
任
」、「
気
候
変

動
へ
の
対
応
」、「
陸
上
資
源
の

保
全
」
な
ど
の
理
念
に
も
合
致

し
、
自
然
と
共
生
す
る
町
の
将

来
像
に
つ
な
が
る
施
策
で
あ
る
。

中
長
期
的
な
除
雪
体
制

の
確
保
が
必
要

宮
本　
冬
季
の
生
活
を
支
え
る

除
雪
体
制
に
つ
い
て
、
除
雪
車

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
実
人
数
で
何

人
か
、
そ
の
内
60
歳
以
上
は
何

人
か
。

建
設
水
道
課
長　
今
シ
ー
ズ
ン

の
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
54
人
。

こ
の
う
ち
60
歳
以
上
は
21
人
で

約
38
・
9
％
を
占
め
る
。
30
～

50
代
が
約
6
割
を
占
め
て
い
る

も
の
の
、
近
隣
自
治
体
で
も
人

材
確
保
は
共
通
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

宮
本　
今
後
5
～
10
年
の
間
に

主
力
世
代
の
退
職
が
進
め
ば
体

制
維
持
が
難
し
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
農
業
・
林
業
従
事
者

や
元
建
設
業
従
事
者
な
ど
、
地

域
の
地
理
に
詳
し
い
人
材
を
町

が
関
与
し
て
掘
り
起
こ
す
仕
組

み
の
検
討
を
。

町
長　

若
手
農
業
者
な
ど
に

と
っ
て
冬
期
の
収
入
確
保
に
も

つ
な
が
る
。
資
格
取
得
支
援
制

度
の
研
究
や
町
内
団
体
と
の
意

見
交
換
の
場
を
設
け
た
い
。
ま

た
、
移
住
者
や
町
内
企
業
に
勤

め
る
若
者
か
ら
の
従
事
希
望
も

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
町
民
の
意

欲
を
大
切
に
す
る
。
総
じ
て
中

長
期
的
な
除
雪
の
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

生ごみ・雑草の堆肥化による
地域内循環を

当面は家庭など小規模な循環モデルで取り組む町長

宮
本 

隆
之 

議
員

宮本 隆之 議員

飯綱町議会飯綱町議会
YouTubeYouTube

町
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を

支
え
て
い
る
除
雪
作
業

生ごみは次の作物を育てる
大切な資源
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町民会館の公民館図書室に
専任のスタッフを

公
民
館
図
書
室
に
つ
い
て

西
林　
絵
本
に
精
通
し
た
大
勢

の
方
が
、「
い
い
絵
本
が
揃
っ

て
い
る
」
と
選
書
を
高
く
評
価

す
る
公
民
館
図
書
室
が
町
民
会

館
の
１
階
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
。
想
像
力
を
育

て
る
た
め
に
読
書
や
読
み
聞
か

せ
は
と
て
も
大
切
。
図
書
室
を

図
書
館
に
す
る
考
え
は
。

教
育
次
長　
公
民
館
の
図
書
室

と
し
て
、
質
を
上
げ
て
図
書
館

に
近
づ
け
て
い
き
た
い
。 

西
林　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
（
資
料
や
情
報
を
求
め
て
い

る
人
と
適
切
な
情
報
源
を
担
当

者
が
手
助
け
を
し
て
結
び
つ
け

る
サ
ー
ビ
ス
）
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
図
書
室
に
専
任
の
担
当

者
を
配
置
す
る
考
え
は
。

町
長　
専
任
の
担
当
者
を
で
き

る
だ
け
早
期
に
置
い
て
、
新
し

い
図
書
室
を
よ
り
便
利
に
、
魅

力
的
な
空
間
に
変
え
て

い
き
た
い
。

西
林　
学
校
で
チ
ラ
シ

を
配
っ
て
も
ら
え
な
い
。

図
書
室
を
町
の
情
報
拠

点
に
す
る
考
え
は
。

教
育
次
長　
町
民
会
館

を
使
っ
て
の
情
報
拠
点

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら

れ
る
。

西
林　
県
立
図
書
館
な

ど
大
き
な
図
書
館
で
借

り
て
、
町
民
会
館
で
返

す
こ
と
は
で
き
る
か
。

教
育
次
長　
で
き
な
い
。
公
民

館
図
書
室
を
通
じ
て
依
頼
し
た

本
は
図
書
室
で
返
す
こ
と
が
で

き
る
。

西
林　
図
書
室
の
基
本
計
画
を

策
定
す
る
考
え
は
。

町
長　
基
本
計
画
の
策
定
は
考

え
て
い
な
い
が
、
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て

西
林　
４
月
か
ら
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
体
制
が
変
わ
り
、
要

件
を
満
た
す
子
対
象
の
「
通
常

利
用
」
と
、
遊
ぶ
機
会
や
居
場

所
の
提
供
と
し
て
の
「
特
別

利
用
」（
火
・
木
曜
）
と
な
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
、
将
来
を
見
据

え
た
方
向
性
は
。

町
長　
要
件
に
合
致
す
る
児
童

は
、
町
が
責
任
を
も
っ
て
全
て

受
け
入
れ
る
。
特
別
利
用
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
の
枠
が
あ
る

の
で
、
通
常
利
用
を
圧
迫
し
な

い
よ
う
に
し
て
い
く
。

西
林　
特
別
利
用
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
。

町
長　
週
２
日
の
特
別
利
用
は

試
験
的
な
運
用
と
考
え
て
い
る
。

様
子
を
見
た
い
。

西
林　
児
童
ク
ラ
ブ
の
今
後
の

展
開
は
。

町
長　
町
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
遊
び
を
教
え
て
も
ら
う
。
英

会
話
も
取
り
入
れ
た
い
。

西
林　
町
で
子
ど
も
を
町
民
会

館
ま
で
送
っ
て
、
い
い
づ
な
っ

子
ク
ラ
ブ
を
放
課
後
に
実
施
す

る
考
え
は
。

教
育
次
長　
今
ま
で
ど
お
り
実

施
。
送
迎
は
保
護
者
に
お
願
い

し
た
い
。

西
林　
児
童
館
を
整
備
す
る
考

え
は
。

町
長　
児
童
館
を
新
た
に
整
備

す
る
考
え
は
な
い
が
、
子
ど
も

が
安
全
に
遊
べ
る
場
所
を
考
え

て
い
く
必
要
は
あ
る
。

専任の担当者をできるだけ早期に置いて、より便利に、
魅力的な空間に変えていきたい町長

西
林 

薫  

議
員

西林 薫 議員

飯綱町議会飯綱町議会
YouTubeYouTube

町民会館１階に移設された公民館図書室
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多
目
的
交
流
施
設
に
係
る

管
理
体
制
の
見
直
し
を

飯
田　

い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト

E
A
S
T
の
イ
ベ
ン
ト
で
天

然
芝
の
汚
損
事
案
が
あ
っ
た
。

芝
生
損
傷
リ
ス
ク
の
想
定
は
。

企
画
課
長　
一
定
の
想
定
を
し

て
い
た
が
、
降
雨
に
よ
り
想
像

以
上
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
排
水
が

悪
く
、
車
両
が
乗
り
入
れ
た
際

に
芝
生
に
影
響
が
出
て
し
ま
っ

た
。
今
後
は
、
天
候
に
か
か
わ

ら
ず
駐
車
場
と
し
て
の
利
用
は

原
則
禁
止
と
し
て
い
く
。

飯
田　
こ
れ
ま
で
に
ル
ー
ル
は

な
か
っ
た
か
。

企
画
課
長　
損
傷
時
の
原
状
回

復
責
任
お
よ
び
費
用
負
担
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
と
の
協

定
に
基
本
的
な
規
定
を
設
け
て

い
る
。
今
回
の
事
象
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
が
復
旧
作
業

を
行
っ
て
お
り
、
現
状
を
見
守

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
今
後

は
よ
り
明
確
な
ル
ー
ル
を
策
定

し
、
双
方
が
適
切
に
履
行
で
き

る
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

多
目
的
交
流
施
設
に
係

る
地
域
配
慮
の
充
実
を

飯
田　

い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト

W
E
S
T
の
玄
関
及
び
駐
車

場
の
冬
季
間
の
凍
結
に
よ
る
危

険
性
や
、
駐
車
場
利
用
に
お
け

る
騒
音
や
排
気
ガ
ス
等
、
周
辺

環
境
に
つ
い
て
苦
情
が
あ
る
。

指
定
管
理
者
か
ら
の
事
業
報
告

書
に
、
そ
の
よ
う
な
記
載
は
あ

る
か
。 

企
画
課
長　
事
業
報
告
書
に
は
、

収
支
の
状
況
、
利
用
者
か
ら
の

意
見
・
要
望
、
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
状
況
等
の
情
報
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
苦
情
や
意
見
も
重
要
な
指
標

と
し
て
考
慮
し
て
い
る
。

飯
田　
事
業
報
告
書
に
地
域
配

慮
の
項
目
を
。

企
画
課
長　
地
域
へ
の
配
慮
等

の
項
目
を
増
や
し
て
い
く
。

監
督
責
任
の
あ
る
町
職

員
の
能
力
向
上
を

飯
田　
指
定
管
理
者
の
監
督
権

限
が
あ
る
町
職
員
が
監
査
手
法

な
ど
の
研
修
を
。

副
町
長　
監
査
能
力
を
高
め
る

た
め
に
も
来
年
度
に
向
け
て
検

討
す
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行
支

援
へ
の
予
算
を

飯
田　
部
活
動
の
地
域
移
行
支

援
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
送
迎

の
負
担
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
へ
の

月
謝
が
負
担
な
ど
の
意
見
が
挙

が
っ
て
い
る
。
活
動
場
所
が
、

町
内
・
町
外
に
か
か
わ
ら
ず
子

供
1
人
1
人
に
向
け
た
補
助
金

を
交
付
し
、
子
供
の
体
験
と
学

び
を
支
援
す
る
こ
と
に
予
算
を

付
け
る
考
え
は
。

町
長　

長
野
市
の
み
ら
い

ハ
ッ
！
ケ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

よ
う
な
形
で
近
隣
市
町
村
と
連

携
し
て
で
き
れ
ば
と
検
討
し
て

い
る
。

飯
田 

安
彦  

議
員

管理資質を高める職員研修を検討副町長

 指定管理者制度
管理体制の強化により適正な運営を 飯田 安彦 議員

飯綱町議会飯綱町議会
YouTubeYouTube

駐車場として使用したため汚損したEASTの天然芝
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適
切
な
支
援
へ
繋
ぐ
た
め

の
総
合
的
な
相
談
窓
口
を

丸
山　
こ
ど
も
を
預
か
る
複
数

の
制
度
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

利
用
に
あ
た
っ
て
は
保
護
者
負

担
が
大
き
い
。
利
用
可
能
な
制

度
や
空
き
状
況
を
一
元
的
に
把

握
し
、
適
切
な
支
援
へ
と
繋
ぐ

総
合
的
な
相
談
窓
口
が
必
要
で

は
。

教
育
次
長　
総
合
的
な
相
談
窓

口
等
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

利
用
者
の
負
担
を
減
ら
す
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
問
い
合
わ

せ
を
1
か
所
に
し
て
連
絡
調
整

を
す
る
と
い
っ
た
窓
口
が
用
意

で
き
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で

検
討
を
す
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー
事
業
の
活
用
を

丸
山　
利
用
状
況
は
。

教
育
次
長　
令
和
５
年
に
託
児

が
２
回
、
令
和
６
年
０
件
、
令

和
７
年
託
児
が
１
回
。

丸
山　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
の
活
用
を
。

町
長　
工
夫
し
て
利
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
る
と
良
い
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
い
え
、

現
在
一
律
時
給
６
０
０
円
。
あ

ま
り
に
も
安
価
。
利
用
料
金
は

今
ま
で
ど
お
り
で
、
そ
こ
に
町

が
補
助
金
で
上
乗
せ
す
る
改
正

を
し
て
い
き
た
い
。
メ
ー
ラ
プ

ラ
ザ
等
、
町
職
員
が
常
駐
す
る

場
を
託
児
ス
ペ
ー
ス
に
す
る
こ

と
も
考
え
て
い
る
。

保
育
園
の
利
用
時
間
に

柔
軟
な
対
応
を

丸
山　
特
別
利
用
保
育
に
保
育

短
時
間
の
利
用
時
間
を
基
準
と

し
た
月
額
料
金
の
設
定
の
導
入

の
可
能
性
は
。

町
長　
保
護
者
が
ひ
と
月
使
い

た
い
の
で
あ
れ
ば
、
月
額
制
の

方
が
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ

な
い
。
利
用
者
の
声
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

教
育
の
評
価
に
こ
ど
も
の

意
見
の
反
映
と
評
価
を

丸
山　
教
育
委
員
会
点
検
評
価

報
告
書
に
こ
ど
も
視
点
の
評
価

を
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

教
育
次
長　
教
育
施
策
の
受
益

者
で
あ
る
こ
ど
も
の
声
を
評
価

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
。

学
校
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
評
価
の

必
要
に
応
じ
て
報
告
書
に
掲
載

し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
施
策
推
進
の
た

め
の
体
制
構
築

丸
山　
現
行
の
組
織
体
制
が
最

適
な
の
か
。
組
織
再
編
を
含
め

検
討
を
行
う
考
え
は
。

町
長　
町
部
局
と
教
育
委
員
会

が
情
報
を
共
有
し
づ
ら
い
と
い

う
懸
念
が
あ
る
の
は
事
実
。
町

長
が
主
催
す
る
総
合
教
育
会
議

を
有
効
に
機
能
さ
せ
て
い
き
た

い
。
町
部
局
と
教
育
委
員
会
が

緊
密
に
連
携
し
、
子
育
て
支
援

政
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

丸
山 

麻
衣
子  

議
員

こどもを預けられると感じていただければ、
利用者が増えてくると思う。町長

丸山 麻衣子 議員

飯綱町議会飯綱町議会
YouTubeYouTube

ファミリー・サポート・センター事業のしくみ

 保育を希望するすべての家庭のために
ファミリー・サポート・センター事業に工夫を

認定区分ごとの保育時間の基準
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精神的支援も必要、対応も町長

 高齢者虐待
虐待した方にも支援を

伊
藤　
毎
年
、
高
齢
者
へ
の
虐

待
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
今

年
度
の
状
況
は
。

保
健
福
祉
課
長　
地
域
包
括
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
介
護
施
設

や
病
院
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
を
図
っ
て
、
早
期
発
見
と
迅

速
な
対
応
を
促
進
し
て
い
る
。

　

現
時
点
で
令
和
７
年
度
の
相

談
件
数
は
３
件
、
虐
待
と
し
て

把
握
し
て
い
る
件
数
は
１
件
。

伊
藤　
虐
待
を
し
た
方
々
も
ケ

ア
が
必
要
な
状
況
で
は
な
い
か
。

町
長　
虐
待
を
し
た
人
た
ち
の

精
神
的
な
ケ
ア
も
必
要
だ
と
思

う
の
で
、
対
応
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
。

８
年
度
予
算
の

重
点
施
策
は

伊
藤　
所
信
実
現
の
た
め
に
、

来
年
度
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を

行
う
か
。

町
長　
所
信
表
明
で
は
、
町
民

の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
、

町
民
目
線
で
調
整
を
進
め
る
。

　

安
心
と
挑
戦
を
意
識
し
て
、

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
作
り
を
進
め
る
。

　

未
来
に
投
資
し
て
、
小
さ
い

町
だ
か
ら
で
き
る
新
た
な
挑
戦

を
続
け
て
誇
り
と
希
望
を
持
て

る
ま
ち
作
り
を
進
め
る
と
表
明

し
た
。

　

令
和
８
年
度
予
算
の
テ
ー
マ

は
、
暮
ら
し
や
す
い
飯
綱
町
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
暮
ら
し
最
優
先

予
算
と
し
、
町
民
が
暮
ら
し
や

す
く
て
便
利
な
町
と
実
感
す
る

よ
う
な
予
算
に
し
た
。

　

ま
ず
、
子
育
て
に
優
し
い
ま

ち
を
作
っ
て
い
く
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
作

り
の
た
め
の
施
策
。

　

未
来
へ
投
資
を
し
て
産
業
振

興
で
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
の
政
策
。

　

商
工
観
光
関
係
と
人
口
関
係

に
も
力
を
入
れ
た
い
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
更
新
は

伊
藤　
牟
礼
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
も
ふ
れ
あ
い
の
園
も
指

定
管
理
施
設
で
あ
り
、
施
設
の

機
器
や
備
品
の
更
新
を
重
ね
な

が
ら
運
営
さ
れ
て
い
る
。
自
宅

で
過
ご
し
た
い
高
齢
者
を
支
え

る
た
め
、
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
が
施
設
の
更
新
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
い
く
時
期
で

は
。

副
町
長　
社
会
福
祉
協
議
会
、

保
健
福
祉
課
で
、
十
分
協
議
を

重
ね
る
中
で
今
後
の
方
向
性
を

研
究
し
て
い
く
べ
き
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。

飯
綱
病
院
の

外
科
医
師
の
確
保
を

伊
藤　
４
月
か
ら
外
科
の
常
勤

医
師
が
い
な
く
な
る
。
医
業
収

入
に
影
響
が
出
て
く
る
の
で
は
。

事
務
長　
小
児
科
、
外
科
、
産

婦
人
科
、
麻
酔
科
、
救
急
の
そ

れ
ぞ
れ
の
課
が
抱
え
る
特
性
が

非
常
に
あ
り
、
全
国
的
に
も
医

師
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
。

　

医
師
招
聘
は
必
須
で
あ
り
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

伊
藤 

ま
ゆ
み  

議
員

伊藤 まゆみ 議員

飯綱町議会飯綱町議会
YouTubeYouTube

経営改善取組中の飯綱病院
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運
動
場
建
設
の
経
費
と

経
済
波
及
効
果
は

山
崎　
霊
仙
寺
湖
周
辺
に
サ
ッ

カ
ー
場
建
設
に
つ
い
て
、

建
設
費
、
建
設
後
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
（
運

営
経
費
）
及
び
建
設
し

た
こ
と
に
よ
る
町
へ
の

経
済
波
及
効
果
に
つ
い

て
伺
う
。

産
業
観
光
課
長　
建
設

費
は
約
18
億
円
規
模
の

事
業
と
な
る
。
財
源
は

返
済
負
担
の
軽
く
な
る
、

辺
地
債
（
自
治
体
が
行

う
有
利
な
借
入
方
法
）

を
活
用
し
、
実
質
金

額
は
利
子
を
含
め
２
億

円
に
抑
え
る
。
運
営
経

費
は
、
年
間
約
２
１
０
０
万

円
。
利
用
料
収
入
は
５
０
０
万

円
と
見
込
み
、
差
し
引
き

１
６
０
０
万
円
が
年
間
の
経
費
。

ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
年
間
経
費
は
さ
ら
に

軽
減
で
き
る
と
考
え
る
。
経
済

波
及
効
果
は
、
東
高
原
エ
リ
ア

の
集
客
増
を
年
間
１
万
人
と
見

込
み
、
宿
泊
や
観
光
消
費
含
め

て
、
年
間
約
２
億
円
の
効
果
を

想
定
し
て
い
る
。
初
期
投
資
や

運
営
経
費
を
見
据
え
な
が
ら
、

周
辺
自
治
体
と
連
携
を
強
め
て

事
業
を
進
め
、
将
来
世
代
に
良

い
基
盤
を
残
す
よ
う
取
り
組
む
。

将
来
世
代
の
負
担
と

町
の
展
望
は

山
崎　
人
口
減
少
傾
向
が
続
く

中
で
霊
仙
寺
湖
周
辺
の
運
動
場

が
必
要
と
判
断
し
た
理
由
は
。

将
来
世
代
へ
の
負
担
も
含
め
て

説
明
を
求
め
る
。

町
長　
人
口
減
少
が
進
む
中
で

も
、
町
の
魅
力
を
高
め
る
観
光

資
源
の
整
備
は
不
可
欠
だ
と
考

え
る
。
関
係
人
口
の
増
加
は
移

住
促
進
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

増
加
に
も
つ
な
が
り
、
農
業
所

得
向
上
や
、
町
内
で
の
経
済
循

環
に
も
寄
与
す
る
。
ま
た
、
運

動
場
建
設
に
並
行
し
て
、
周
辺

道
路
の
整
備
も
進
み
、
町
内
イ

ン
フ
ラ
の
充
実
に
も
つ
な
が
る
。

こ
の
事
業
は
本
町
単
独
で
は
な

く
広
域
連
携
で
進
め
て
い
る
取

り
組
み
。
将
来
世
代
に
は
負
担

を
残
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以

上
に
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
す
よ

う
取
り
組
む
。
規
模
の
大
き
な

事
業
で
は
あ
る
が
、
勇
気
を

持
っ
て
、
未
来
へ
の
投
資
に
挑

戦
し
て
い
く
。

未来への投資として実施していきたい町長

山
崎 

雄
一  

議
員

山崎 雄一 議員

飯綱町議会飯綱町議会
YouTubeYouTube霊仙寺湖に新しいにぎわいを

サッカー場整備の方向性

飯縄山、霊仙寺湖に続く観光資源に

町民からプロまで使う施設で新たなにぎわいを
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私
の
周
り
で
複
数
の
習
い
事
へ
の
送
迎

が
大
変
と
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
に
も
現
在
小
学
生
、
保
育
園
児
の

3
人
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
へ
の
提
案
と
し
て
い
い
づ
な

コ
ネ
ク
ト
W
E
S
T
や
E
A
S
T
、
町

民
会
館
の
空
き
教
室
を
町
が
借
り
上
げ
、

小
中
学
生
の
為
の
放
課
後
の
習
い
事
（
例

え
ば
英
会
話
、
習
字
、
そ
ろ
ば
ん
、
学
習

塾
等
）
を
教
え
た
い
人
に
場
所
を
貸
出
し
、

学
校
か
ら
バ
ス
で
送
る
。
迎
え
は
保
護
者
。

送
迎
の
『
送
』
の
負
担
が
減
る
だ
け
で
も
、

親
の
負
担
を
少
し
は
減
ら
せ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
バ
ス
の
運
転
手
や

担
い
手
、
場
所
、
燃
料
等
の
問
題
は
多
々

出
て
く
る
と
は
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
は
何
を
し
よ
う
と
も
起
こ
り
う
る
問
題

だ
と
も
思
い
ま
す
。
小
学
生
、
中
学
生
に

と
っ
て
町
内
で
活
動
で
き
る
場
が
少
し
で

も
増
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

桃沢 逸美 さん
（上村）

小中学生に町内での
活動の場を！

私の提案新しい町づくりへ 第42回

若林 雄太 さん
（普光寺）

安心の医療体制と、
親子で集える

大型遊具の設置について

　

新
体
制
と
な
っ
た
町
政
に
、
子
育
て
世
代
と

し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
特
に
町

長
が
飯
綱
病
院
へ
の
小
児
科
設
置
を
考
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
、
実
現
す
れ
ば

「
子
育
て
の
町
」
と
し
て
の
魅
力
が
よ
り
一
層

高
ま
り
、
定
住
促
進
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
豊
か
な
環
境
を
活
か
し
、
子
供

た
ち
が
世
代
を
超
え
て
の
び
の
び
遊
べ
る
拠
点

の
充
実
を
提
案
し
ま
す
。
い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト

等
の
既
存
施
設
も
素
晴
ら
し
い
で
す
が
、
例
え

ば
霊
仙
寺
湖
の
芝
生
広
場
に
、
幼
児
か
ら
小
学

生
ま
で
が
夢
中
に
な
れ
る
大
型
遊
具
を
設
置
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

遊
び
場
が
あ
れ
ば
、
休
日
の
町
内
交
流
は
も
ち

ろ
ん
、
町
外
か
ら
の
誘
客
や
活
気
創
出
に
も
繋

が
る
は
ず
で
す
。

　

医
療
と
遊
び
場
の
両
面
か
ら
、
子
供
た
ち
の

笑
顔
が
さ
ら
に
増
え
る
町
づ
く
り
を
ぜ
ひ
推
進

し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
や
り
方
次
第
で
、
誰
で
も
英
語
力
は
伸
ば
せ
ま

す
」
英
語
が
苦
手
だ
っ
た
私
は
今
年
3
月
、
町
の
検

定
料
補
助
制
度
を
活
用
し
英
検
2
級
を
受
検
し
ま
し

た
。
飯
綱
町
の
こ
の
補
助
制
度
は
近
隣
市
町
村
に
は

な
い
画
期
的
な
取
り
組
み
で
す
。
こ
の
強
み
を
活
か

し
「
小
学
生
の
う
ち
に
英
検
5
級
を
全
員
が
取
得
す

る
こ
と
」
を
提
案
し
ま
す
。
国
は
中
学
3
年
で
3
級

５
割
以
上
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
飯
綱
町
は

ま
だ
届
い
て
い
ま
せ
ん
。（
2
0
2
7
年
度
ま
で
に

6
割
目
標
）
し
か
し
小
学
校
で
の
英
語
学
習
2
1
0

時
間
を
活
か
し
、
こ
の
補
助
制
度
を
全
小
中
学
生
に

周
知
。
学
校
単
位
で
受
検
で
き
る
体
制
を
整
え
れ
ば
、

英
語
力
全
国
1
位
の
さ
い
た
ま
市
（
中
3
の
3
級
レ

ベ
ル
89
％
）
に
肩
を
並
べ
る
こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

私
の
妹
は
、
ア
プ
リ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
を
活

用
し
、
小
学
2
年
生
で
2
級
に
合
格
し
ま
し
た
。
学

習
の
工
夫
と
町
の
支
援
が
あ
れ
ば
、
可
能
性
は
無
限

大
で
す
。
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
飯
綱
町
を
日
本
一

の
英
語
の
町
に
し
ま
し
ょ
う
！

宮原 一篤 さん
（栄町）

英語力
全国1位の町を
目指して
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学 ぶ 議 会

■ 研修内容�：飯綱町水道事業を理解すべく、令和 6年上下水道決算書を基に、建設水道課
より概要の説明を受け、町内関係施設を視察し、知見を深めた。今回の視察研
修により、飯綱町の上下水道事業
は水源整備や配水池整備など基盤整
備が進む一方、老朽化対策や広域化、
水道料金見直しなど多くの課題を抱
えていることを再認識した。下水処
理施設では、限られた人員と予算の
中で安定運用を図る工夫や維持管理
の重要性、人材確保の必要性を実感。
今後は更新計画の明確化や住民への
丁寧な説明、広域連携の検討を進め、
持続可能な事業運営に向けて委員会
として提言していく必要がある。

■ 研修内容�：議会だよりの目的や役割といった本質的な視点から、読みやすくするための
具体的なポイントまで学んだ。議会
だよりは、町民が議会を身近に感じ、
議会とのつながりを実感していただ
くための大切な情報発信である。こ
の研修を受け、委員会では編集方針
の見直しや運用工程の作成を行った。
議会報編集調査特別委員会は、より
読みやすく、分かりやすい議会だよ
りをお届けできるよう、今後も取り
組んでいく。

■ 場　　所　�土橋水源取水施設、日向浄水所配水池築造工事現場、クリーン飯綱 
飯綱町役場	

■ 説 明 者　各担当職員
■ 参　　加　�総務産業常任委員会委員ほか

■ 場　　所　�飯綱町役場	
■ 講　　師　芳野政明氏（議会広報サポーター）
■ 参　　加　�議会報編集調査特別委員会委員ほか

飯綱町水道事業の理解へ
〜概要説明と現場視察で知見を深める〜

議会だよりがつなぐ議会と町民

総務産業常任委員会視察研修

議会報編集調査特別委員会研修

令和７年12月19日（金）

令和８年２月４日（水）

クリーン飯綱の施設を視察

議場での研修会
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■ 研修内容�：
　 テーマ①　「飯綱�町議会財政研修会」：中村明文氏をお招きし、決算状況の分析について

学んだ。飯綱町の予算を適切に検証するためには、財政分析の視点が欠
かせない。決算状況から読み取れる課題や傾向について具体的にご講義
いただき、財政を多角的に見る重要性を学んだ。3月定例会では予算に
関する議決が多く含まれることから、予算審議に向けた基礎知識を深め
ることができた。

　 テーマ②　「一般�質問・質疑の組み立て方」：学校教員の経験を持っている小林純子氏に
講義していただいた。地方議会の特性である二元代表制の仕組みと、そ
の中で議会が果たすべき役割を丁寧に解説いただいた後、一般質問・質
疑の組み立て方について実践的に学んだ。町の現状と問題の原因を分析
し、客観的データや先進地の事例を示しながら解決の道筋を提案するこ
とが、建設的な答弁につながる。良い答弁を引き出すための一般質問の
構成を学ぶ、貴重な研修となった。

■ 研修内容�：男女共同参画社会の実現をテーマとした研修では、長野県内の市町村議会に
おける女性議員の割合が全体で 19.4％、飯綱町 35.7％、信濃町 8.3％と差があ
ること、また市町村職員の女性管理職の割合も全体 14.3％に対し信濃町 30.8％、
飯綱町０％と偏りが見られることが示
された。男女共同参画の推進には、固
定的な性別役割意識の解消とともに、
個人の努力だけでなく社会全体の意識
改革と構造的な見直しが不可欠であり、
誰もが能力を発揮し自分らしく生きら
れる社会づくりが求められている。

　　　　　 �　

■ 場　　所　�飯綱町役場	
■ 講　　師　�中村明文氏（長野県地方自治研究センター　理事長） 

小林純子氏（元安曇野市市議会議員）
■ 参　　加　�新人議員ほか

■ 場　　所　�JA ながの飯綱支所 2 階会議室	
■ 講　　師　血脇秀明氏（長野県男女共同参画センター所長）
■ 参　　加　�飯綱町議会議員、信濃町議会議員

地方議会の視点から学ぶ
〜他自治体議員を招いて〜

男女共同参画社会の実現に向けて

飯綱町議会新人議員研修

上水内北部議会協議会（飯綱町議会・信濃町議会）

令和８年２月15日（日）

令和８年２月27日（金）

ワークショップで学びを深める
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　２月３日の広域連合理事会では、「地蔵久保か中
条のどちらかに決めるとしていた候補地決定を１年
延期し、建設の要否（建設する必要があるかどう
か）を含めて再検討する」との方針が決定され、こ
れまでの前提が大きく見直されました。町広報紙い
いづな通信４月号（第245号）に詳しく報じられて
います。２月20日に開催された長野広域連合議会に
おいて、飯綱町議会選出の議員が理事者および事務
局の考え方を質しました。今回の見直しは、処分場
の規模縮小、あるいは建設の必要性そのものを含め
た重要な局面です。

【質疑①】埋め立て品目の見直し
　これまで次期処分場は６品目を埋め立てる計画だったが、どう見直されるのか。

【答　弁】溶融飛灰は令和８年度から外部処理となる見込みであり、次期処分場につ
いては実質的な埋め立て対象物である２品目（溶融スラグ、溶融不適物）で再整理す
る。

【質疑②】埋め立て量の見通し
　現在の年間1,906トンから、再資源化が進んだ場合どこまで減少するのか。

【答　弁】溶融不適物の再資源化が進み、埋め立て対象が溶融スラグのみとなった場
合、年間約811トンまで減少する可能性がある。これは当初計画容量（154,000㎥）の
約１/20に相当する。さらに条件によっては、より小規模となる可能性もある。

【質疑③】再検討の手順とスケジュール
　今後どのように検討を進め、判断していくのか。

【答　弁】年間埋め立て量と期間から必要容量を再算定し、建設費・維持管理費と全
量外部搬出費を比較、リスクも含めて検討する。検討状況は構成市町村へ随時提示し、
令和９年２月の理事会で最終決定する。

長野広域連合議会
※�長野広域連合は長野市・飯綱町など３市６町村が参加する
広域組織でごみ処理等の事務を行っている。

次期一般廃棄物最終処分場の候補地
決定延期について

2月20日、長野広域連合議会での一
般質問の様子

22第 82号
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　多くのモニタ－の皆さんから、声を寄せていただきありがとうございます。紙面の都合で全部を掲載できません
が、主な意見とそれに対する回答・見解です。

議会だより第81号

議会モニターアンケートQ&A

A 　年代も幅広くなり様々な視点を持てる議
員構成だと思います。この構成だからこそ、
町民の皆さんの意見をより多く汲み取りな
がら進めてまいります。

Q 　議員の年齢が若くなり、女性も多くなり、
身近な生活環境改善が多くなりがちですが、
中長期的なビジョンをもって取り組んでくだ
さい。

A 　ありがとうございます。まず手に取って
開いてもらい、目を通していただくことが
スタートです。これからも多くの方に読ん
でいただけるよう取り組んでまいります。

Q 　以前の議会だよりに比べ断然読みやす
くなりました。レイアウト、文字を減ら
した工夫が感じられます。

A 　「学ぶ議会」では議員研修の報告、「ア
ンケート、Q＆A」ではモニターさんの声
を、議員が回答し、「町民の声」では議
員が依頼して町民の皆様に執筆頂いてい
ます。どれも議会報の中で、関心が高い
コーナーです。皆様にも原稿依頼の際は
ぜひとも協力お願いいたします。

Q 　学ぶ議会、モニターアンケート、Q＆A、
町民の声は継続して掲載してもらいたいです。

Q 　各議員の意見や考え方をどんどん発信
してほしいです。

A 　各議員の考え方は賛否表である程度見
て取れると思います。一般質問のページ
で各議員の考え方がわかると思います。

A 　「議案」⇒議会で決めてほしい内容、
「陳情」⇒お願い、（請願は議員の紹介があ
る場合）、「発議」⇒議員が案を作り議会に
提出することです。
　議会用語と呼ばれるものは日常生活で
はなじみのないことが多いです。可能な限
り、わかりにくい語句には意味も併記して
読みやすくなるよう改善していきます。

Q 　定例会の内容で賛否一覧の「議案」、
「陳情」、「発議」の違いや意味を教えても
らえたら理解しやすいです。

A 　子育て世代にも寄り添った施策を行える
よう推し進めてまいります。ぜひとも具体
的な提案などありましたらお寄せください。

Q 　子育てについてもっと力を入れて取り
組んでほしいです。議員をやってきた方
の経験、新しい議員の方がたくさんいる
ので、新しい目線で頑張っていってほし
いです。

A 　信濃町、小川村議会との交流勉強会は
定期的に行っています。議会だよりの「学
ぶ議会」にも議会
の活動報告をしてい
ます。詳細は今号掲
載のP９「事業計画」
をご覧ください。

Q 　近隣市町村議員との意見交換会などは
ありますか。

A 　表紙について多くの好意的な意見をいた
だきました。これからも飯綱町らしい表紙
を心がけていきます。

Q 　表紙の雪の被ったリンゴ畑。飯綱町ら
しい風景でよかったです。

23 長野県  飯綱町議会だより
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6月1日～6月19日（19日間）
一般 質問
　　  6月3日（水）・6月4日（木）
常任委員会
　　  6月5日（金）・6月8日（月）

6月定例会予定
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